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JICAによる水産増蓑殖プロジェクトの現状と展望

田所康穂

同際協力事業団林業水産開発部水産業技術協力課長

要 旨

国際協力事菓団 (JICA) の事業の概要（援助の仕組みと農林水崖業全体の協力事菓）に

ついて述べ，水産菜関係プロジェクトについて紹介する。水産増養殖分野の技術協力につい

ては，現在推進されているプロジェクト等の概要を説明し（表 1)' 同分野のプロジェクト

力式技術協力の展望についてプロジェクトデザインマトリックスを用い検討する。さらに，

モーリシャス沿岸・環境保全計画ロジカルフレーム（案）を例としてとりあげ，効果的なプ

ロジェクト推進の方策について提案する。

JICA水危増養殆のプロジェクト方式技術協力の概要

I 国 ト名名 ， 期間
壺外1'j 増殖

種荀生産 養殖技術その他 種昔生町放流実施その他

ホワイト 開発
ウシェビ

78. 8 -86. 3 
アカメ，アイゴ， 開 発

ハタ，フエダイ 魚 病
~. 

79.10-89. l 追跡調査 サクラマス へ 追跡調査
シロサケ : 

81. 4~86. 3 アカメ 開発

-94. 1 ハタ 魚病 環境保令

フィジ一 81. 11-86. 3 カキ

水産養殖 90. 7 -92. 7 
オニテナガ 閲 /元'<. 草 魚 △ 追跡調査
エビ

← 

マレーシア 84. 10-89. 9 ウシエビ，アカメ， 間 梵
農科大学

93.11~95_ 11 
テラピア，ナマズ，

魚 病
水産学校 コイ，ハタ

タイ
ゴマフエ

水窟資源閲発
88. 7 --95. 6 環境保全 ダ イ △ 追跡調介

ミミガイ

インドネシア
88. 10-~93. 10 開発魚病

エビ養殖

エクアドル
90. 8 --95. 7 

開発栄養

国立養殖海洋研究所 魚 病

ボリビイア
91. 6 -96. 6 並 ニシマス

水窮研究閲発センター
F3 及

在来種

゜
資源調脊

トンガ
△ 

水附増養殖研究［開発
91.10-96. 9 閲 発 シャコ タカセガイ 資源調介

セコウガイ

ネパル
91. 11-96.10 

コイ
晋

淡水魚養殖研究所 叫吋ゴイ
及 在来種 資源調査
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たたいまご紹介にあずかりました国際協力事業団水

産業技術協力課長の田所でございます。

本日は， JICAによる水産堺養殖プロジェクトの現

状と展望についてということでお話をしたいと息いま

す。それで，本日は，お手元にある目次に従ってお話

をしたいと考えておりま

本題に入る前に， •応 JICA はどういうことをやっ

ているかとか，プロジェクト方式，技術協力とは何か，

それから水産分野ではどういったものを行っているか

といったことを大急ぎでおさらいして本題に入るとい

うようなことで始めさせていただきたいと息います。

先ほど福所部長の方からご紹介がありましたけれど

も，実は15年前， 1987年に外務省の経済協カー丘果にい

まして，先はど紹介ありました部長というのは誤り

で，単なる事務官で水産部署をやっていたということ

でございま

それで，水産無償，要するに無償援助を約3年間や

りました。それで1991年，まだ3年にはならないので

すけれども，そろそろ 3年になるということで，今，

現職に至っております。

国際協力ですが，後でまた，どんなことをやってい

るか，国際協力とは何ぞやというところで詳しくお話

ししますけれども，水産無償と技術協力をやったとい

うことで，そういう経験と水産分野をずっと眺めたと

いう印象から申しますと，現職で国際協力事業団にい

ますけれども，水産庁との関係が非常に簿いという

か，非常に対応が，水産1『関係の応援が少ないという

ことです。特に私が担当している技術協力で，専門家

派遣が中心になるのですけれども，官ベースという

か，特に水産研究所からの長期派遣専門家がゼロだと

いうことは，他省庁からの比較をしますと異常なこと

で，非常に少ないわけです。多いところでは70%を超

えるのが官ベースの長期派遣専門家ということで，ほ

かの省庁は本腰を入れてやっているのに，水産庁は後

でまたお詰がありますけれども，私が今担当している

ところからいいますと，一つ苦言を申し上げたいわけ

です。

ただし，最近，水庄Ifも少し国際協力について見直

しをしようというような機連がかなり出てきました。

私も大分，何とかしてほしいということで，次長を初

め幹部にも何とかしてほしいと意見を申し卜けげまし

て，努力をしまして，例えば国内支援会，私がやって

いるのはプロジェクト方式技術協力の同内支援会を，

今年ようやく正式につくりまして，これを発足させた

というようなこともあります。

それから，--~.)は，画期的な話なのですけれども，

先ほども松里さんから話がありましたように，当セン

ターができて，水産分野でもこういう研究を始めると

いうことは，私にとっても非常に心強い限りで，今後

は水産r『からも，特に研究者の支援が我々の事業にも

期待がでぎるのではないかということを息っておりま

すのて，心から歓迎するということだと息います。ぜ

ひ今後ともよろしくご協力のほどをお頼いします。ま

ず，冒頭に申しいずて，本題に人りたいと思います。

前置きが長くなりましたが，早速， 2番目のJICA

の仕事の概要についてお話をしたいと思います。

資料 lをごらんになっていただきたいと思います。

ちょっと資料がつぶれていまして非常に読みづらいの

ですけれども， JICA が行う仕事は，政府開発援助ー—

通常ODA一先ほど余り ODAと言わないほうがいい

という話もありましたけれども， ODAの仕事が中心

になっていて，その一番上のつぶれているところに，

無償で行う 2国間援助があるわけです。その下は，実

は技術協力と書いてあるのです。この技術協力が，私

がやっているところです。それで，つぶれた真ん中の

ところが2囚間貨付ということになります。その下は

国際関係の援助ということで，国際機関への出資，拠

出という構成になっているわけです。

それで，せんし詰めれば，仕事をやる場合は，普通，

人，物，金という大きな三つの要素があるのですけれ

ども，国際協力の場合も，特に人に着目してやる事業

というのが技術協力ということがいえると息います。

この内容は，後でも詳しく話しますけれども，特に

代表するものは，日本を代表するような技術を持った

専門家を相手国に送って，それで相手同の専門家一通

常カウンターパートと称しますけれども一そのカウン

ターパートに技術を移転するといったものが内容にな

ります。これはJICAが最も力を入れている分野でご

ざしヽ ます0

それから，物に着目した事業というのが無償援助で

ございまして，これは先ほど私が申し上げました，外

務省で担当した，特に水産分野で水産無償，特別な枠

を持って実施されているものでございまして，これは

無償で，要するに無料でやるものですから，杜会イン

フラですね，余り金にならないような施設を中心に日

本が無料でつくってあげるというような内容のもので

す。

そのはかに，金に着目したものが2国間貸付，いわ
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ゆる借款てすね， この中の具ん中しこあるやつですけれ

ども, ,-:::一れは相手囚に不足しているような経済インフ

ラ，例えば湛とか、そうしヽう経済インフラの撃価に1斐l

して低利で融資をするという内容のものです そのほ

かに，先ほどもちょ oと，j'¥,ヽ ましたけれども，国際機

関の出資とか拠出笠がありますこそれて， JICAか中

心にやっているのは， 2llil間援助の中の熊償扱助とい

う技術協力ということがし＼えると息いま

それから，その次の資料2を闊いていただ苔たし、と

思いますe これは，先ほど言ヽった JICAかどんなこと

をやってしヽるかということを， もうちょっと詳しくフ

レイクダウンした'ff業であります。

それで，私か担当しているのは， 2番日の欄に書か

れています，先はとからも出し卜．けましだ，何度も出

てぎますプロジェクト方式技術協力でこさいます，、こ

れは，なしみのなしヽ方もいらっしゃると息うので芥「

況唄しだいと思いますけれども， まずは，相手I国lに協

カ拠点をつくってしヽただくと 原則的には相手囚が土

地，建物を用怠して，要するに外側を用息し，それか

ら技術移車云するための専門家，カウンターパートを用

應すると c• その基盤か幣ったところで， 日本の専門家

を派遣しまして，内門家を派遣するのみならす，技術

移転に必要な機材を供与したり，または相手国のカウ

ンターパートを日本に呼んできて研修を受けてもらう

というような，パッケージですね，総合的に行うのが

プロジェクト方式技術協力としヽうことです。

その前段に， 哨「卜り欄に，専門家派遣，研修員の

受け入れ，機材供与，これは単独でやる場合もありま

す。 JICAでもそういうセクションがあって，単独で

やっている場合もあるのですけれども，この＝＾つを主

としてパソケージでやるのが，プロジェクトカ式とい

うことです。

実際，プロジェクト方式技術協力をやる場合の人，

物，金の:==J(ifを……，合も，実は甚本的にはローカ

ルコスト，このプロシェクトを連常する経費について

は相手国が持つということになっていますけれども，

どうしても相手同が特てない場合は，芥十JICAの金

で幾らか運常費についても長助するというシステムを

つくつてありますので，人づくりを中心として人，物，

金を全部パ Jケージて［応援するというのが，プロシ I

クト方式技術協力たと理解していたたきたしヽと思いま

す C

いずれにせよ， ＾番重安なのは専門家です,:特に大

切なのは長期派遣専門家で，うちのプロ技をやる場合

には， 1愛グ只なとしヽうか、非常！こそのプロジェクトに適

介しだ専門家を確保して，いかにそれを長助するかと

いうことで，ほとんどそのプロシニクトの成否が決ま

ってしまうとし、うくらい，内門家が非常に重変な位置：

を占めてし＼るということをif-!しJ・.げておきたいと思い

ますc

それては，次に議題の 3, ここには水産関係プロジ

_T、クトタイプ技術協力位償図と書いてありますけれど

も，実はこれは水産業プロ技の概要ということでお詰

をしたいと見［しヽます。その資料のタイトルがそういう

尼ということで坪鮒していただきたいと息しヽます。

この表を見ていただければ，いろいろなことがわか

るわけですけれども，非常に汚くて手書ぎのところも

あって恐縮なのですげれども，まず，地域別にどうな

ってしヽるかとしヽうことで， kざ三ぱに見ていただ言た

いと思うのですゞ丸印で地域別に分けてみたのですけ

れども，いろいろ立て込んでいるところが今まで頻繁

にや')てぎたものです。これは今までやってきた事

それからこれから五十画「いのものも全部人っていま

それで，地域別にいいますと，南米，それから

ASEANですね，昇常に多くなっています。そのほか

に，内太平洋，オセアニア地域，それから中近東，チ

ュニシア，モロソコ，オマーン，それから南西アジア，

ネパール，スリランカ，あと中［月，平たくいえば，結

構あちこちでIll界各国で合部やっているというような

印象だと息しヽます。

斜線で網の日に囲っているところが，まだ実際やっ

ていないというところで，いいプロシェクトがあれば

こういう新しいところもどんどんやっていきたいと思

っております。現に，アフリカのモーリシャスにつき

ましては， 番最後に触れたいと思いますけれども，

最五の祈しい潮流に乗った沿岸資源環境保全事業とい

うものを企圃して，これを実施しようというところま

で考えております

それから，ちょっと字が小さくて見づ~らいのですけ

れども，分野別で見ますと， 卜の力'に増養殆の割合と

いうことか書いてありますけれども，増養殖分野が圧

倒的に多いということで，これはちょっと拾い方が笠

『強引に増長夕直に結びつけたところもあるのですけれ

ども，少なくとも平分ぐらいは増菱殖としヽうことで，

この分野が真常にシェアが大きいということがいえる

と息しヽ ます、）

このほかに，後で全部拾っていただければわかると
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息うのですけれども，漁業関係の漁業訓練が）しつ，そ

れから力UTが2, その他 2ということで，いか,-

殆分野がシェアか大きしヽかということがいえるかと思

v• ます。

今までのやり方としては．例えぱチリの沿岸漁業訓

練のように，漁業と加工を一糾にパ Jケーシでやると

いうこともありますけれども，やはり特色としては，

かなり分野別に行っていると，漁業だったら漁菜訓I

練，加rだったら加しのみと，それから今の増養ダ直と
いうような，かなり分野別のものが多いというのが特

徴です。

今後は，先はども松里さんからお話がありましたよ

うに，インテグレードアプローチですか，総合的に生

産から消費に全るまでのそういうものをやってみたい

という考え方もございます。特に寄細な漁業について

は，そういうアプローチをしないとなかなか実効が上

げづらいのではなし、かとも考えておりますc

それでは，水産増整殖プロジェクト方式技術協力の

現状ということで，現状をその次の資料11番の力〔で謁

明したいと息います0

これからメーンテーマでございますので，ここから

はもうちょっと時間をかけてやりたいと思います。こ

の表は，私どもがやってきた事業で，現在実施中の事

叢，過去やってきた事業，これを養殖と増殖に分けて

つくったものです。ちょっと手書きで非常に雑駁で恐

縮なのですけれども，この表をざっと見て，我々の事

業の特色と傾向をこ紹介したいと思います。まず，同

の名前をざっと見ていただければ大体わかると思うの

ですけれども，やはり最初はASEANが先行してい

るということがおわかりになると思います。で，後平

部分に，対象地域がいろいろなところに拡大している

ということがわかると息います。

これは，いわゆる開発途上国の中でも先巡囚を最初

にやって，たんだんちょっとおくれているところに拡

大しているという傾向があるということだと息いま

す。

それから，対象が，海血に限らず内水面にも及んで

いるということが一つの特徴があると息います。最近

は，ボリビアとかネパールといったものを取り上げて

おります。

事業内容につきましては，大きく養殖と増殖に分け

ているのですけれども，最初のときにはどちらか—一万

を取り上げるというようなパターンでしたが，最近に

なっては養殖と増殖を同時に取り上げるというような

傾向かこさ＼＼ますヘホリヒア， トンガ，ネパールあた

りはそういうことにな ✓)ておりますので，その前にフ

ィジーが両方やるというような例外はありますけれと

も，最近の傾向としては，同時合併的に二つやるとい

うことが般的であります。

それから，養殖てすけれども，養殖に限定して，海

面養殖ですね，洵血養殖をざっと見ますと，当初はエ

ヒを最初に手がけ，最近はだんだん魚類の方に転換し

てきているということがいえると息います。

養殖技術につきましては，開発部分が，当初は試行

錯誤的な技術を開発するというものを中心にしていま

すげれども，だんだんには閲発された技術を聾及とい

うことで，許及の方に力点が移っているのではないか

と思しヽ ます。

それから，下の方に占いてありますけれども，最近，

漁業に対するニーズがあちこちで高まっております。

こういったのがつの傾向ということがいえると思い

ま

さらには，タイの沿犀養殖のアフターケアなどで

は，覆境保全に対する協力，先ほどの漁場の汚染か非

常に進んできて，これに対して何とかしてほしいとい

うような，漁場と環境保合ということは，養随が定着

した後，環燒に関しての間題が非常に大きくなってき

て，これが新しいニーズになっているということであ

ろうかと思いますぐ

それから，増殖の力てすけれども，実際，増殖はチ

リから初めてやったわけですけれども， ＾つの傾向と

しては，最初は追跡調査ぐらいで終わっていたのです

けれども，最近の傾向としては，資源調査ですね，仏

礎調介，陥礎牛産力なども含めたような資源調査を行

うというような傾向になっておりますc

次に，今後の展望についてお活をしたいと思いま

す。

展望につぎましては，これはまだこれからの話で非

常に木知の部分がありますし，それから私の主観もか

なり入りますので，私の個人的な見解ということでお

話を聞いていただぎたいということ，その大前提で聞

いていただぎたいとは息います。

先ほど，現状で 6唄日はどについてその傾向を申し

上げましたので，今後もその傾向に沿って事業が展開

されるということが予想されるのですけれども，私が

この技術協力を担胄して，いろいろ成果などを考察し

てみますと，必すしもその傾向を展開拡大するという

ことがいい、―とかという反省を，若T持っておりま
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す。

一番最初に，藤谷さんからもお話がありましたけれ

ども，私も，担当して技術協力をやる場合，確立され

だ技術を相手国に移転するということを基本に考えた

ほうが非常に効率が上がるのではないかと。まだ開発

途中のものをプロジェクトの中に糾み込んで，考えな

がら歩くというようなやり方というのは，若干効率が

洛ちてしまうと。最近の傾向としては，そういう部分

が非常に大きくなって，単なる確立された技術の転移

ではなくて，走りなから各える，歩きながら者えると

いうようなもの， ミソクスしたものになってしまって

いると。今後は，むしろ技術転移ですね，確立された

ものを技術移転するものと， どうしても考えなければ

いけない，歩きながら者え……基礎的なものをどうし

ても開発するというようなものに視，点を置へいたもの

が，また新しいプロジェクト，一番最後に言いたいと

思うのですけれども，特にこことも関係するような共

同研究をするような出口を持ったやり方があるのでは

ないかと思っております。

まず，今お話しした中で具体的に話ししますと，養

殆の先発メンバー， ASEAN諸同，さっきのタイの話

もありますけれども，インドネシア，マレーシア，大

体似たような状況になっております。ほとんど養殖叢

は定着して，技術の晋及を一生懸命図るというような

段階になっております。

それで，養殖対象魚種も非常に多様化しているわけ

でございますけれども，例えばハタ類の養殖技術の間

発というものが各国で急がれているわけですが，これ

は実は日本の場合でもまだ開発途中にあるということ

ですので，先ほども申し上げましたけれども，これは

確立した技術の移転という間題ではなくて，一緒に考

えなければいけないということで，一つは，私は共同

開発の問題にしてみたらいいのではないかなと思いま

す。これは，タイでもインドネシアでもマレーシアで

も全部テーマは同じでございますので，各国に専門家

をこれの閲発のために送ってやるよりも，どこか拠点

を決めて，例えばハタ類の養殖技術の開発というもの

を目指したようなプロジェクトを組むということも可

能なのではないかと息っております。

それから，こういう ASEAN諸国の同には，先ほ

ども触れましたけれども，養殖の腎及に伴って，漁巣

とか養殖漁場の環境悪化の対策が非常に緊急な諜題に

なっているわけで，例えば漁業についても，同様に，

あちこちで同じような要請が卜かってきて，今も，漁

をターゲソトに置いた事業が新だにインドネシアと

マレーシアにも展開しようということなので，これ

も，場合によっては，ちょっと整理して，共同研究に

持っていくようなプロジェクトの組み方もエ文できる

のではないかと。

それから，松里さんからも話がありましたけれど

も，環境調和型の養ダ直技術の開発，先ほどのタイでも

触れましたけれども，これも非常に槃急な課題になっ

ていると思います。これは，何も開発途上国の間題で

はなくて，日本でも非常に間題になっているわけで，

私も，先ほど紹介がありましたように，漁場保全課に

いたときに， 日本のやり方というのも，まさに伺じよ

うなことをタイとかインドネシアでも繰り返してい

る。養殖漁場にインテンシブに魚を飼って，漁場を壊

してしまって，それで，その後使えなくなったら，日

本の場合は外延的に外に向かうような話になっている

わけですけれども，やはり最初に始まったところは，

非常に表殖に適した環境にもありますので，それを永

続的に使えるという技術を旱忽に者えなければいけな

いと息うのです。

エビも，どんどんやってもいいのですけれども，漁

場を壊してまた別のところろにつくるというようなこ

とではなくて，環境に調和するような漁場開発，養殖

技術の開発，これをぜひテーマとして取り上げて，ま

さにこれは日本の問題でもあり相手国の問題でもあり

ますので，まさに重要な共同研究のテーマの一つにな

るのではないかと息いますので，こういうことも取り

糾んでいただきたいとも息っております。

それから， ASEAN以外の養殖の後発国，逆にいう

と最貧国に近いようなところが多いわけですけれど

も，この事業についても，新しいところをどんどん開

拓するということで積極的に展開してきたわけですけ

れども，どうも養殖業として定着するということを考

えますと，なかなか難しい部分があるのではないか

と。

藤谷さんのお話にもありましたけれども，相手国に

受け人れ体制，受け皿として準備が不足しているよう

なところ，特に，日本の技術は，今やっているのは，

かなり給餌型の養殖の技術を展開するということで，

例えば技術そのもの，種州生産を上体としてやるわけ

ですから，種苗生産については技術移転はできるとし

ても，その後実際産業として育ててもらうということ

が前提になりますけれども，産業として育つという基

盤がないようなところにやっても，非常に徒労に終わ
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るのではないかと C 特にボリビアとかネパールなどで

は，最貧l玉lですから，給餌刑でいろいろ餐殖して，種

苗生産するにも非常に困難が伴うのですけれども，養

殖するにしても，それを買ってもらようなところがは

とんどないわけですから，そこは十分に相手国の受け

皿の問題，受け入れ体制を「分勘案した上て，今後援

助していくというようなことをしなければいけないの

ではないかと。

一つ提案したいのは，これは福所部長の）jもお考え

なのですけれども，開発途上国向けの適正技術開発，

これをぜひ早目にやっていただきたいと思うのです。

特に無給餌型の養殖，施肥養殖といったような，日本

のような給餌型ではなくて，蓑殖のコストをものすご

く下げて，小規模でもできるようなものがいいのでは

ないかと。特にアフリカなどでは，先はども松里さん

からも話がありましたけれども，専業で養殖をすると

いうような話ではなくて，裏庭でちょっとしたため池

でたんぱく源をとるような，そういう技術の方が，ず

っと現実的な技術協力になると思いますので，そうい

う形でできるようなものを何とか早くつくつてもらい

たいと。これもただお願いするだけではなくて，でき

たらうちのプロジェクトの中に取り人れてやれないも

のかと考えているわけです。

それで，今までいろいろな可能性について申し上げ

ましたけれども，資料としてここに挙げてありますも

のは，実は林野庁の方でいろいろ考えたものなのです

けれども，同じようなことが水産分野でも適用できる

ということ，これは要するにプロジェクト方式技術協

カ，最後の出口については共同研究型のものを想定し

ているわけです。

それで，増養殖の場合は，どうも最近の傾向として

は，どうしても…••例えば養殖の場合は環境問題につ

ながる。それから，資源については，増殖については

最後の問題としては，資源の方にかなり基礎的な研究

が向くというような傾向がありますので，どうしても

試みとして，実はモーリシャスでこれをひとつ水産で

適用してみようということで，一番最後の資料として

挙げているのですけれども，実は昨年，モーリシャス

にプロジェクト形成調在をやりまして，サンゴ礁を保

全しながら水産資源の間発を図るという，よく

UNCEDでいわれているように，自然環境を保令す

る開発を図るという命題でプロジェクトをつくりまし

て，水産庁も今後は全力を挙げて取り組むということ

なので，非常にいいプロジェクトであるとは思います

けれども，ただ非常に難しいテーマではあると思いま

それで，増殖でやる場合，資源培養型の放流効果に

ついても，これはどうしても解明しなければいけない

と息いますc 私は，まだ放流効果については十分に日

本でも解決された問題ではないし，この間題はとにか

く日本の国内間題でもあると思います。ぜひ早目に放

流効果，こうやれば栽培漁業は成功するのだという一

つの確立した技術を，早目につくつてもらいたいと思

います。

それから，先ほども松里さんの方からサジェスチョ

ンがあったのですけれども，むしろ栽培漁業を進める

のはいいのだけれども，エコシステムに対して，逆に

いうと，欠く内容になるということも，特にヨーロッ

パの方の学者からも指摘がありまして，生物の多様性

を保護するという意味からもマイナス効果もあるとい

うことなので，ここの点も解明しなければいけない。

まさにそのテーマが，今度のモーリシャスの場合

は，まさにそういうことを一つのテーマに織り込んで

いますので，まずこういうところを，水産研究者，こ

こでやっていただけるかどうかわかりませんけれど

も，いずれにせよ水産研究者もこのプロジェクトに参

加してもらって，ぜひ最後の出「lとして共同研究まで

持っていきたいと思っております。

冒頭にも申し上げたのですけれども，これまで水産

庁の応援は非常に少なかったと，私，印象を持ってい

るのです。しかし，今後は，このセンターを通じまし

てすこい応援がいただけると期待しておりますし，

我々も，最後の出口として，単なる技術移転だけでは

なくて，基礎的な事業研究についてもプロジェクト方

式技術協力でプロジェクトをつくつて共同研究の方に

持っていくというような可能性も非常にあると思いま

す。今，試行錯誤でやっていますので，ぜひここのセ

ンターと JICAとの連携強化，共栄共存を目指すとい

うことを念顧いたしまして，私の話を終わらせていた

だきたいと息しヽます。どうもありがとうございまし

た。 （拍手）

座長 大変ありかとうございました。時間ですので，

また総合五寸論のときに質問の時間を設けますので，田

所さんへの質問はそのときにお顧いいたします。どう

もありがとうござしヽました。


